
『

内
成
に
お
け
る
琵
琶
法
師
の
流
派

「
玄
清
法
流
」
の
存
在
に
つ
い
て

小

林
大
輔

小
屋
は
平
野
氏
の
実
家
の
そ
ば
に
建
っ
て
お
り
、
現
地
に
寺
社
は
な
い
。
子

ど
も
の
頃
（
昭
和
三
十
年
ご
ろ
）
に
は
既
に
仏
像
が
あ
り
、
お
参
り
に
来
た
人

に
は
祖
母
が
甘
茶
を
入
れ
て
接
待
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年

前
後
に
一
度
建
て
直
し
た
が
、
老
朽
化
し
た
た
め
現
在
は
仏
像
と
文
書
を
別
府

市
駅
前
町
の
事
務
所
に
移
し
て
い
る
。

令
和
四
年
一
月
、
平
野
氏
と
親
交
の
あ
る
別
府
市
在
住
の
生
嶋
光
生
氏
が
こ

の
仏
像
に
関
心
を
寄
せ
、
大
分
合
同
新
聞
社
別
府
総
局
に
連
絡
。
筆
者
（
同
社

記
者
）
が
生
嶋
氏
と
共
に
平
野
氏
の
事
務
所
に
伺
い
、
ひ
と
ま
ず
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
仏
像
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
書
の
内
容
な
ど
か
ら
み
て

琵
琶
法
師
の
流
派
に
関
連
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
最
も
古
い
文
書
は

約
三
百
年
前
の
も
の
で
あ
る
、
と
平
野
氏
に
伝
え
た
。

い
が
け
）
の
平
野
略
一
氏
が
所
有
す
る
も
の

で
あ
る
。
錦
掛
の
所
有
地
（
登
記
上
の
名
義

に
つ
い
て
は
後
述
）
に
小
屋
が
あ
り
、
そ
の

中
に
不
動
明
王
像
を
ま
つ
る
厨
子
と
、
三
宝

荒
神
像
を
ま
つ
る
お
社
が
並
ん
で
据
え
ら
れ

て
い
た
（
写
真
①
Ⅱ
仏
像
を
移
し
た
後
に
撮

影
）
。
文
書
を
収
め
た
箱
も
あ
っ
た
。

二
、
経
緯

ま
ず
、
本
稿
に
至
る
い
き
さ
つ
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

本
稿
は
平
野
氏
の
依
頼
に
よ
り
記
す
も
の
で
あ
る
。

仏
像
と
文
書
は
、
別
府
市
内
成
錨
掛
（
か

｜
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
別
府
市
内
成
に
あ
っ
た
仏
像
二
体
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
文
書
に

つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
書
で
年
代
が
確
認
で
き
る
最
も
古
い
も
の
は
江
戸
中
期
の
宝
永
二
年
（
一

七
○
五
年
）
、
最
も
新
し
い
も
の
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
盲
僧
・
琵
琶
法
師
の
流
れ
を
く
む
天
台
宗
の
流
派
、
玄
清
法
流
（
げ
ん

せ
い
ほ
う
り
ゅ
う
）
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

文
書
に
表
れ
た
人
物
の
在
所
と
し
て
「
豊
後
大
分
郡
内
成
村
鎗
掛
」
の
地
名

や
、
今
の
内
成
を
含
む
「
豊
后
国
大
分
郡
石
城
川
村
」
の
記
載
も
あ
っ
た
。

仏
像
は
不
動
明
王
像
と
三
宝
荒
神
像
と
み
ら
れ
、
こ
ち
ら
も
玄
清
法
流
と
の

関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ら
の
文
物
は
江
戸
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

（
限
定
的
に
見
れ
ば
江
戸
中
期
と
明
治
後
期
～
昭
和
初
期
に
お
い
て
）
、
玄
清

法
流
の
一
派
が
当
地
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

文
書
の
解
読
が
中
心
で
あ
り
調
査
は
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
差
し
当
た
っ

て
本
会
誌
に
投
稿
し
て
記
録
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
至
ら
ぬ
点
は
読
者
諸
賢

の
ご
教
示
を
賜
れ
れ
ば
と
願
う
次
第
で
あ
る
。

①厨子(右)とお社

！
Ｉ

β
』
宮
‐
Ｉ

0
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次
い
で
、
事
の
起
こ
り
と
し
て
、
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
伝
教
大
師
・
最
澄

と
玄
清
が
比
叡
山
で
出
会
い
、
毒
蛇
を
払
わ
ん
と
す
る
経
緯
を
記
し
て
い
る
。

巻
物
で
あ
る
が
、
文
章
の
途
中
で
本
紙
が
尽
き
て
途
切
れ
て
い
る
。
軸
は
な

い
０

文
物
の
理
解
や
天
台
宗
・
玄
清
法
流
に
関
し
て
は
、
天
台
宗
寺
院
で
あ
る
宝

満
寺
（
別
府
市
田
の
口
町
）
の
住
職
、
近
藤
弘
訓
様
に
大
変
多
く
の
ご
教
示
を

頂
い
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

文
書
中
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
表
記
し
た
。
解
釈
や
文
言
な
ど
に
誤

り
が
あ
れ
ば
、
全
て
筆
者
の
責
任
で
あ
る
。

四
、
文
書
と
仏
像

（
｜
）
「
一
家
祈
祷
之
大
事
」
（
写
真
②
）

今
回
確
認
し
た
文
物
を
こ
れ
か
ら
紹
介
し
て
い
く
。

二
家
祈
祷
之
大
事
」
と
題
す
る
こ
の
文

書
の
冒
頭
部
は
、
玄
清
法
流
と
そ
の
開
祖
・

玄
清
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
書
き
出
し
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
二
）
宝
永
二
年
の
文
書
（
写
真
③
）

巻
物
で
、
前
の
部
分
が
失
わ
れ
て
お
り
文

章
が
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
先
に
挙
げ

書
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
次
に
紹

紙
質
や
紙
の
幅
、
筆
跡
が
似
通
っ
て
い
る
た

め
、
あ
る
い
は
も
と
も
と
一
つ
な
が
り
の
も

の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
文
字
の

大
き
さ
が
違
っ
て
い
る
の
で
、
同
一
人
物
が

書
い
た
別
の
文
書
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

三
、
玄
清
法
流
に
つ
い
て

文
物
の
説
明
に
入
る
前
に
、
玄
清
法
流
に
つ
い
て
概
略
を
記
し
て
お
く
。

天
台
宗
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
玄
清
法
流
は
「
天
台
宗
の
四
つ
の
伝

承
法
流
の
一
つ
」
で
あ
り
、
「
琵
琶
を
奏
で
な
が
ら
お
経
を
唱
え
、
三
宝
大
荒

神
や
諸
仏
を
祈
り
ま
す
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

地
神
（
土
地
の
神
）
と
関
係
が
深
く
、
琵
琶
法
師
は
地
域
を
回
っ
て
地
鎮
祭

や
か
ま
ど
の
お
蕨
い
を
す
る
の
が
勤
め
の
よ
う
で
あ
る
。

開
祖
は
玄
清
法
印
（
「
法
印
」
は
僧
位
）
。
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
年
）
、

筑
前
国
の
太
宰
府
辺
り
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
失
明
し
て
盲
僧
と
な
り
、
比

叡
山
に
上
り
最
澄
に
出
会
う
。
御
堂
の
建
立
を
阻
む
大
蛇
（
毒
蛇
）
を
退
治
す

る
た
め
、
琵
琶
を
弾
き
な
が
ら
経
を
唱
え
て
地
神
供
養
を
し
た
と
い
う
。

同
流
派
が
存
在
す
る
地
域
は
主
に
九
州
北
部
で
あ
る
。
本
寺
は
福
岡
市
の
成

就
院
。
別
府
市
石
垣
西
の
護
生
院
も
同
流
派
に
属
し
て
い
る
。

そ
れ
盲
僧
の
一
流
、
四
季
の
土
用
に

当
た
っ
て
地
心
経
を
詞
し
、
仏
神
を

祭
る
。
…
…

次
に
紹
介
す
る
「
宝
永
二
年
」
の
巻
物
と ②｢一家祈祷之大事」③宝永二年の文書
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〆
、

｜
持
主
」
の
意
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

内
成
の
錦
掛
に
い
た
林
鏡
と
い
う
人
物
に
よ

り
、
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
年
）
に
書
か
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。

た
「
一
家
祈
祷
之
大
事
」
と
比
べ
る
と
文
字
が
小
さ
く
、
丁
寧
さ
も
少
し
劣
る

印
象
が
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
軸
が
付
い
て
い
る
。

音
楽
理
論
を
記
し
て
お
り
、
音
律
（
調
）
と
五
行
（
木
火
土
金
水
、
方
角
、

季
節
）
、
五
臓
、
諸
仏
、
悲
喜
な
ど
を
関
連
付
け
て
い
る
。
例
示
の
た
め
以
下

に
一
文
を
抜
き
出
す
。

注
目
す
べ
き
は
、
末
尾
の
記
載
で
あ
る
。

宝
永
二
季
八
月
中
旬

お
よ
そ
双
調
（
主
音
が
Ｇ
Ⅱ
「
ソ
」
に
相
当
）
は
木
の
声
、
方
は
東
、

仏
は
薬
師
、
草
木
の
出
生
す
る
所
、
お
の
ず
か
ら
喜
び
を
催
す
。
．
：
…

豊
後
大
分
郡
内
成
村
鏡
掛
持
主
林
鏡

ｑ
ｐ

迩
渋
や
番
一
二
二
へ
ず
毎
千
ご
ヤ
之
癒
吏
満
二
八

両
遥
斌
息
一
一
沖
月
調
丞
沖
払
概
我
斌
管
全
夫

一
息
十
壱
十
種
又
大
蛍
●
一
Ｊ
捉
魁
一
切
４
｛
痴
汀

■
■
ら
０

④｢仏説大乗地神経｣(部分）

明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
年
）
、
法
橋
（
ほ
つ
き
よ
う
）
と
い
う
僧
位
に

補
任
さ
れ
（
⑥
）
、
同
時
に
法
橋
の
法
衣
着
用
を
許
可
さ
れ
た
（
⑦
）
。
発
出
者

は
天
台
座
主
の
大
僧
正
・
山
岡
観
澄
。
琵
琶
法
師
は
「
法
橋
」
「
法
眼
」
「
法

印
」
の
僧
位
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
裏
表
紙
に
当
て
て
い
る
裏
紙
に
、

庚
申
祭
に
ま
つ
わ
る
「
猿
田
彦
大
明
神
‐

が
書
か
れ
て
い
る
の
が
透
け
て
見
え
る

（
⑤
）
。

ち
ら
の
表
記
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

内
容
は
省
略
す
る
。
年
月
の
記
載
は
な

し、
Ｃ（

四
）
平
野
馬
次
に
関
す
る
文
書
（
写
真
⑥
⑦
⑧
）

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
平
野
馬
次
と
い
う
僧
に
出
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
。

倭
申
祭
に
ま
つ
わ
る
一
猿
田
彦
大
明
神
」

「
庚
申
」
「
幸
神
」
「
青
面
金
剛
塔
」
の
文
字

一
驚

祭
録
還
蝶
嬢
永
蕃
逼
逗
介
濁
塁
給
馳
鳶

徒
承
辱
町
一
介
鼠
訳
詩
逼
介
強
へ
守
今
謝

詞
誰
等
鳥
書
零
一
一
苓
蓑
等
鳶
藤
雰

尼
如
未
行
託
撰
寡
一
不
諦
重
、
蝿
畢
令
迄

三
蒜
槌
春
晶
痩
縮
減
夏
鏡
示
需
遥
遥
湯

鼠
鞍
富
河
訂
令
榊
鯖
さ
詩
仁
寄
侭
姥
寺
示

誓
一
重
驚
哉
今
蓄
是
崎
鋪
鳴
角
藍

…
迩
渋
や
番
一
こ
え
ず
毎
千
唇
十
之
又
元
満
二
Ｊ
一

両
篇
息
一
一
沖
月
蔓
誹
為
欝
買
二
大

一
息
十
琴
種
え
大
営
一
〃
槌
必
旬
坐
一
群
一

平
野
局
次

一
補
法
橋

鋼
誇
篭
争
一
月
昔

二
宮

閣
観
護

Ｉ

（
三
）
「
仏
説
大
乗
地
神
経
」
（
写
真
④
⑤
）

土
地
の
神
を
ま
つ
る
琵
琶
法
師
の
経
典

「
地
神
経
」
で
あ
る
。
経
文
の
中
で
は
「
地

心
経
」
と
も
表
記
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
ど

7５

⑥平野馬次、補法橋

↓
Ｉ
（
篭
，
、
・

藩
燕
峰
・
〆
？

。
梓

一
一
葡
欝
・
へ
Ｉ
、

圭
２
塁
塊
聖
。
》

呼
〆
砂
姫
戸
ｒ
畑
・
品
，

一

斗

今

哩

ａ､弓丑一

一
蝋
騨
蹴
咽
簡
驚

一
ｒ
‐
Ｉ

一
朗
治
詑
参
ヤ
ー
；
二
一
日

法
濡
慮
営
法
旗

着
用
許
可
候
事

i鴬忠
蕩
楕
年
野
馬
承

壇

Ｌ

１ ，Ｉ

⑤｢仏説大乗地神経｣裏表紙の裏紙⑦平野馬次、着用許可

琴苓騨



零
野
器
呉
群

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
）

平
野
真
静
は
平
野
馬
次
か
ら
十
六
年
遅
れ
で
法
橋
に
な
っ
て
い
る
。
馬
次
の

子
、
も
し
く
は
養
子
か
も
し
れ
な
い
が
関
係
を
示
す
資
料
は
な
い
。
ま
た
、
二

人
が
盲
目
か
否
か
も
定
か
で
な
い
。

真
静
は
法
名
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
年
）
、
霊
山
寺
（
現
・

大
分
市
）
住
職
の
天
台
沙
門
・
慧
静
か
ら
与
え
ら
れ
た
（
⑨
）
。
「
真
」
は
本
名

（
五
）
平
野
真
静
に
関
す
る
文
書
（
写
真
⑨

⑩平野真静、入位許可

縛
産
記

⑨平野真静、得度記

恥
撫
一
櫛
弄
烏
爽

一
蝋
壌
選
え
分
離
剛
穿
魯

一
議
胤
乱
ゴ
恥
ヲ
溌
認
ス

一
一
舷
憐
鐸
言
翻
源
庵

⑫平野真静、着用許可

一一一一一一一一一一

漂
詞
…
…

奮
婁
蚤

琴 審
章
童
．

大
正
九
年
（
一
九
二
○
年
）
、
「
大
分
県
例

年
会
」
の
議
員
に
選
ば
れ
た
（
⑧
）
。
詳
細

は
不
明
だ
が
、
流
派
も
し
く
は
宗
派
の
組
織

の
役
職
で
あ
ろ
う
。
「
第
六
部
」
は
教
区
を

指
す
と
み
ら
れ
、
ど
の
地
域
を
範
囲
と
す
る

か
は
未
詳
。

⑧平野馬次、例年会議員

大
季
一
年
一
周
土
副

か
ら
、
「
静
」
は
慧
静
か
ら
一
宇
ず
つ
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
読
み
は
「
し

ん
じ
よ
う
」
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
年
）
、
「
天
台
宗
入
位
許
可
」
を
受
け
た
（
⑩
）
。

天
台
宗
務
庁
か
ら
僧
と
し
て
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
在
所
は
「
豊
后
国
大

分
郡
石
城
川
村
」
（
現
在
の
内
成
、
田
代
、
来
鉢
、
七
蔵
司
、
高
崎
あ
た
り
）

で
あ
る
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
に
は
馬
次
と
同
様
、
法
橋
に
補
任
さ
れ
て
法

衣
着
用
を
許
可
さ
れ
た
（
⑪
、
⑫
）
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）
に
「
大
分
県
玄
清
部
第
六
部
」
の
副
取
締
、

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
に
は
「
大
分
県
第
六
部
顕
揚
会
」
の
理
事
に
就
い

た
（
⑬
、
⑭
）
。
い
ず
れ
も
流
派
の
役
職
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
平
野
浩
一
氏
が
家
系
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
戸
籍
を
調
べ
た
も
の
の
、
こ

の
二
人
に
該
当
す
る
人
物
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

し
、
前
掲
の
小
屋
が
あ
っ
た
土
地
の
登
記
は
「
平
野
真
静
」
名
義
の
ま
ま
で

法
橋
手
‐
野
典
静

7６

一一一-ｰ可ざ

楠
法
橋

平
野
具
静

⑪平野真静、補法橋

法
橋
庭
営
法
永

芳
用
許
可
候
季

蕊
誉

'募
嘱

大
辛
一
手
一
周
土
園
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あ
っ
た
。

平
野
氏
の
家
は
臨
済
宗
の
龍
祥
寺
（
由
布
市
挟
間
町
挟
間
）
の
檀
・
家
で
あ
り
、

玄
清
法
流
と
の
関
わ
り
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
「
平
野
」
が
名
字
の
家
は
近
辺

に
多
い
。

（
六
）
不
動
明
王
像
、
三
宝
荒
神
像
（
写
真
⑮
）

二
体
と
も
木
像
で
あ
る
。

不
動
明
王
は
天
台
宗
。
真
言
宗
の
密
教
や
修
験
道
な
ど
で
篤
く
信
仰
さ
れ
る

『

焔
惚
蜜
畠
源
雁

副 』大大
ヱ
永
画
鐸
Ｉ
廼
周
一
一
土
司

注
滑
千
野
典
静

麺
か
一
一
一
条
画
晶
。

法
橋
平
野
興
静

云
評

⑬平野真静、副取締

~ｰ毎圭＝一＝ヨョロ岸公一『Ｑ⑨酷Ｇ

仏
で
あ
る
。
像
は
本
体

の
高
さ
約
二
十
九
セ
ン

チ
、
台
座
と
火
炎
光
背

（
迦
楼
羅
炎
）
を
含
め

る
と
約
六
十
一
セ
ン
チ
。

右
手
の
剣
、
左
手
の
縄

は
失
わ
れ
、
今
は
新
し

匿--

⑭平野真静、顕揚会理事

大
分
嬬
繁
矢
部
顕
鶴
今

翌
享
デ
命
ス

食
滞
郭
隷
潜

入
糟
都
穐
容
良
諦

じ
だ
が
、
台
座
は
不
動
明
王
像
の
方
が
高
く
立
派
で
あ
る
。
も
と
も
と
二
体
の

セ
ッ
ト
だ
っ
た
の
か
、
他
に
も
像
が
あ
っ
た
の
か
。
あ
く
ま
で
推
測
だ
が
、
不

動
明
王
像
を
中
央
に
三
宝
荒
神
像
と
も
う
一
つ
の
仏
像
を
三
体
並
べ
て
ま
つ
る

も
の
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

ど
こ
か
か
ら
買
い
入
れ
た
物
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
推
測
の
域

を
出
な
い
。

い
物
を
付
け
て
い
る
。

三
宝
荒
神
は
先
に
紹
介
し
た
天
台
宗
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
三
宝
大
荒
神
や

諸
仏
を
祈
り
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
玄
清
法
流
と
関
係
の
深
い
仏
で

あ
り
、
か
ま
ど
の
神
で
も
あ
る
。
像
は
本
体
の
高
さ
約
二
十
九
セ
ン
チ
。
台
座

を
含
め
る
と
約
四
十
セ
ン
チ
。

赤
や
緑
な
ど
の
彩
色
を
施
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
金
色
も
一
部
に
残
っ
て

い
る
。

銘
文
は
見
当
た
ら
ず
、
由
来
は
不
明
。

お
供
え
さ
れ
て
い
た
賓
銭
に
、
「
寛
永
通
宝
」
が
四
枚
交
じ
っ
て
い
た
。
江

戸
期
か
ら
ま
つ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
大
正
十
一

年
の
十
銭
硬
貨
が
一
枚
。
多
く
は
昭
和
～
平
成
の
硬
貨
で
、
外
国
の
硬
貨
も

あ
っ
た
。

⑮不動明王像(右)、
三宝荒神像

（
七
）
そ
の
他
の
文
物
（
写
真
⑯
⑰
⑱
⑲
）

主
な
文
物
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
そ
の
他
の
も
の
も
簡
単
に
挙
げ
て
お
き
た

7７

し、
○

二
体
は
同
様
に
制
作
さ
れ
た
物
の
よ
う
で
あ
り
、
本
体
の
大
き
さ
も
ほ
ぼ
同



識

れ
る
。
桐
紋
は
由
来

不
明
。
外
箱
の
長
さ

約
五
十
一
セ
ン
チ
。

木
札
「
奉
修
大
般

若
理
趣
分
法
病
病
退

※
追
記原

稿
の
作
成
が
一
通
り
終
わ
っ
た
後
、
別
府
史
談
会
編
の
「
別
府
史

談
』
第
十
四
号
（
平
成
十
二
年
発
行
）
に
、
「
地
神
盲
僧
琵
琶
成
就

院
玄
清
法
流
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。

著
者
の
佐
藤
正
映
氏
は
、
本
稿
で
も
触
れ
た
玄
清
法
流
の
寺
院
・
謹

生
院
（
別
府
市
石
垣
西
）
の
十
六
代
目
の
当
主
と
の
こ
と
で
、
琵
琶
法

散
之
依
大
黒
山

吉
蔵
寺
」
（
⑲
）
。
病

の
治
癒
を
祈
祷
し
た

際
の
木
札
。
吉
蔵
寺

は
愛
媛
県
八
幡
浜
市

に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺

院
で
あ
る
。
四
国
と

何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
か
。
長
さ
約
四
十
六
セ
ン
チ
。

⑯｢大金剛、破軍、武曲」

Ｉ
男

ｆ
錨

五
、
結
び

今
回
確
認
し
た
文
物
か
ら
、
内
成
に
存
在
し
た
玄
清
法
流
に
つ
い
て
そ
の
一

端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
内
成
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
寺

院
や
宗
派
と
の
関
係
、
具
体
的
な
活
動
の
在
り
方
な
ど
を
調
べ
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
本
稿
が
郷
土
史
の
理
解
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
で
き
る
も
の
が
あ
る

か
甚
だ
自
信
は
な
い
が
、
何
ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

Ｐ礼

7８

⑰｢十種大赦」⑱菊紋､桐紋入りの箱

死金･と言７浬

「
大
金
剛
、
破
軍
、
武
曲
」
の
絵
（
⑯
）
。
密
教
の
星
祭
り
（
星
供
養
）
と
関

係
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
破
軍
」
「
武
曲
」
は
北
斗
七
星
の
星
の
呼
び
名

で
あ
る
。

「
十
種
大
赦
（
と
く
さ
の
お
お
は
ら
い
）
」
の
印
刷
物
の
一
部
（
⑰
）
。
十
種

大
赦
は
神
道
の
祝
詞
で
あ
る
。
玄
清
法
流
の
神
仏
習
合
的
な
性
格
を
う
か
が
わ

せ
る
。菊

紋
、
桐
紋
入
り
の
箱
（
⑱
）
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
文
書
を
収
め
て
い
た

箱
で
あ
る
。
菊
紋
は

天
台
宗
系
で
用
い
ら

；
§
、
端
＃
〃
倉
噸

唇
Ｉ
！
§蕊、

⑲木札



そ
の
中
で
護
生
院
に
関
す
る
一
文
に
「
身
内
が
内
成
、
北
鉄
輪
、
内

竃
門
、
野
田
、
南
鉄
輪
村
に
法
脈
を
広
げ
…
…
」
と
あ
り
、
時
代
の
明

示
は
な
い
も
の
の
玄
清
法
流
を
内
成
や
鉄
輪
な
ど
に
広
め
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
護
生
院
の
開
山
は
江
戸
前
期
の
寛
永
年
間
の
こ
ろ
の
よ
う

師
の
歴
史
や
勤
め
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
事
に
従
え
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
内
成
の
玄
清
法
流
は
、

元
を
た
ど
れ
ば
こ
の
護
生
院
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
あ
る
。

氏
の
依
頼
に
よ
り
小
林
大
輔
氏
が
執
筆
し
、
投
稿
さ

7９

※
本
稿
は
平
野
贈
言

れ
た
も
の
で
あ
る
。


